
久留米大学文学部設立30周年記念シンポジウム
共催：障害と高等教育に関するプラットフォーム（東京大学［PHED］）

主催：久留米大学文学部

：高等教育アクセシビリティプラットフォーム（京都大学［HEAP］）

大学の取り組みから学ぶ
障害者のインクルージョン推進

インクルーシブ教育システムが推進され、障害者の法定雇用率がさらに引き上げられます。
まさに今、障害のある人々の社会的包摂・参画推進のために何ができるのかが問われています。

このシンポジウムでは、大学をハブとした障害者の
インクルージョン推進に関する地域連携の最先端事例を紹介します。

大学と共に何ができるかを皆さんと一緒に考えたい。
我々の集合知を結集すべく、久留米大学に集まって本気のネットワーキングをしませんか。

3/182023年 休憩あり13:00～16:25

13:00～13:05 

開会・司会挨拶　山村 靖彦（久留米大学文学部社会福祉学科）

13:05～13:10

学部長挨拶　安永 悟（久留米大学文学部長）

13:10～15:10

シンポジストトーク

15:10～15:20 

休憩

15:20～15:40

シンポジスト&フロアディスカッション

15:40～16:10

質疑応答

障害学生支援と就労移行に関する情報交換会

（ファシリテーター : 佐藤 剛介 久留米大学文学部心理学科）

16:10

学長挨拶　内村 直尚（久留米大学学長）

プログラム

障害者支援機器展（ATライブラリー）

 9:30～15:20 

10:40～12:00 

こういった物に
直接触れられます！

村田 淳 京都大学学生総合支援センター 准教授
HEAP 拠点リーダー

「大学における障害学生支援
　　　　　　　　　～高大接続・移行支援の取り組み～」

近藤 武夫 東京大学先端科学技術センター 教授
PHED拠点リーダー

「障害や疾患のある学生が就労すること・働き続けること
　　　　　　　　　～その幅広い選択肢を概観する～」

坂本 明子 久留米大学文学部社会福祉学科 准教授
リカバリーカレッジふくおか主催

「リカバリーカレッジ
　　　　　　　　　～学びの場を共同創造する～」

土

無料
申込不要
当日参加OK

事務担当：石田有紀　TEL：0942-43-4402（心理学科実習指導室）

オンライン配信に
ついて

● Web 会議システム
　 Zoomミーティング
　 による参加

● 当日の参加方法
12:45分以降になりましたら、QR コード
もしくは下記のURL より、直接 Zoom
にお入りください。事前の申し込み手
続きは不要です。（定員：500 名）

● 注意事項
◆参加者用の URL を第三者に転送・共有する
と、本来お申し込みいただいた方が参加できな
くなるなどの影響がありますので、ご遠慮ください。
◆『zoom』の利用が初めての方は、事前にインス
トールを済ませ、動作確認を行ってください。https://00m.in/c7AkY

久留米大学 御井キャンパス本館 1F 11A 教室 定員213名 Zoomミーティング会 場 オンライン配信

文字情報保証に対応


